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I　はじめに

　シダグループの活動は、茅野市八ヶ岳総合博物館の第 2 期市民研究員養成講座の一分野として今年

度より開始した。この講座は 3 年を一区切りとしているので、今年度はその初年に当たる。参加者

は以前の活動にはシダは含まれていなかったので、シダ植物を学び博物館活動に協力してくれる市民

は今年度新に募集し、応募してくれた人たちである。10 名の応募者があった。皆非常に熱心で、中

には毎回東京から特急に乗ってやってくる人もいる。

毎月 1 回の講座では、まずシダ植物について興味を持ってもらうことから始めた。博物館周辺のシ

ダの生育状況を観察し、必要に応じて採集し、それを室内に持ち込んで専門的な学習を深めた。また、

参加者の住居近くのシダを採集し、それを持ち寄ってきてもらい、それを同定し、標本作り、リスト

作りをすることで、シダ植物についての学習を深めた。指導は植物研究家、坂口　竣弥氏、岳陽高校

教諭、田中　崇行氏に協力を求めた。

　もとより、地域博物館の重要課題として、市民参画による地域自然情報の資料蓄積が不可欠と考え

た。そのために市民研究員の育成と活躍を希求し、その具体的活動として、日本各地の資料充実が先

行しているシダ植物をとりあげ、証拠（標本）を伴った肌目こまやかな茅野市の自然環境資料の集積

をめざすものである。茅野市は縄文のビーナスで代表できる 5000 年の歴史環境をもち寒地植物（カ

ラマツの故郷）を有する八ヶ岳連山を有する。

II　今年度の活動

2016 年 4 月 29 日　　佐藤利幸　「生命系から見たシダ植物」講演。対象はシダグループ以外の分野

の市民研究員養成講座受講者、一般市民も含まれた。

2016 年 6 月 4 日　　佐藤利幸　茅野市の地図に方眼を記入し、採集方法と記録の仕方。採集して持

ち寄ったシダを使って、同定の手順について。

2016 年 6 月 25 日　　佐藤利幸　標本作成の手順。持参したシダの同定。博物館東の柳川河岸のシ

ダ植物調査。

2016 年 7 月 10 日　　坂口竣弥　小泉山（下古田口より登山）のシダ植物観察調査。同定。（植物グ

ループと合同）

2016 年 8 月 6 日　　田中崇行　持参した標本の同定作業。シダ植物の歴史についての講義。

2016 年 9 月 11 日　　坂口竣弥　小泉山（わでこずみ口より登山）のシダ植物観察調査。同定。（植

物グループと合同）

2016 年 10 月 8 日　　田中崇行　持参した標本の同定作業。シダ植物の分布についての講義。

2016 年 11 月 19 日　　遠山貴士（県自然保護課）　「希少植物の現状と市民に期待するもの」講演

2016年12月10日　　田中崇行　今後の調査、標本集めについて。持参したシダの同定とラベル作成。

シダの進化について講義。
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2017 年 1 月 28 日　　佐藤利幸　標本作成整理。持参したシダの同定。シダ植物の進化について講義。

活動展の展示物について。

2017 年 2 月 25・26 日　　参加者による「活動展」展示作業。佐藤は 26 日午前中に小山・若宮・小林・

鵜飼・山崎さんらと展示の追加を行った。

III　参加者名　10 名

　　小山　京子　　若宮　稔美　　奥原　聡　　小林　智子　　矢島　三喜子　　鵜飼　恭子　　

　　林　秀樹　　野崎　順子　　山口　明子　　山崎　英一郎　（敬称略）

上記にような平成 28 年度（2016 年）の活動であった。

IV　これまでの茅野市のシダ調査分布基礎資料

図１．1996 ～ 2016 に行われたシダ植物の予備調査地点。図中の数字は地点（100m × 100m ×

100m）での最大シダ種密度である。１メッシュは約 625m × 650m の範囲となる。
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約5km茅野市周辺のマップおよびシダ種密度（約100m×100m内）の分布：一つのメッシュは一辺約0.625～0.65km

赤色（■）は茅野市・柿色と黄色（■・■）は周辺のシダ種組成の情報あり、1996-2016年（佐藤による調査資料）



表１．茅野市のシダ植物の出現頻度。順番は広範囲での見つかりやすさを示す。上位は普通種、下位

は希少種を表す。No. 見つかりやすさの順番、F：頻度（確認回数）　F/72：72 地点調査での確認比率。

No. F F/72 種名 No. F F/72 種名 No. F F/72 種名

1 62 0.8611 ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ 31 6 0.0833 ﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ 61 1 0.0139 ｲﾉﾓﾄｿｳ
2 34 0.4722 ｽｷﾞﾅ 32 6 0.0833 ｼｼｶﾞｼﾗ 62 1 0.0139 ｲﾇｽｷﾞﾅ
3 31 0.4306 ｵｼﾀﾞ 33 6 0.0833 ﾐﾔﾏｼﾀﾞ 63 1 0.0139 ﾀﾆﾍｺﾞ
4 29 0.4028 ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 34 6 0.0833 ｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ 64 1 0.0139 ｱｽﾋｶｽﾞﾗ
5 25 0.3472 ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞ 35 6 0.0833 ｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏ 65 1 0.0139 ｱｲﾉｺｸﾏﾜﾗﾋﾞ
6 22 0.3056 ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ 36 5 0.0694 ﾅｶﾞﾎﾉﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ 66 1 0.0139 ｲﾜｲﾀﾁｼﾀﾞ

7 21 0.2917 ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ 37 5 0.0694 ｾﾞﾝﾏｲ 67 1 0.0139 ｲﾜｶﾞﾈｾﾞﾝﾏｲ
8 19 0.2639 ﾋﾒｼﾀﾞ 38 5 0.0694 ﾐﾔﾏﾒｼﾀﾞ 68 1 0.0139 ｲﾜﾄﾗﾉｵ
9 18 0.25 ｲﾇｶﾞﾝｿｸ 39 4 0.0556 ﾅﾖｼﾀﾞ 69 1 0.0139 ｴｿﾞﾃﾞﾝﾀﾞ

10 16 0.2222 ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ 40 4 0.0556 ﾆｯｺｳｼﾀﾞ 70 1 0.0139 ｵｼｬｸﾞｼﾞﾃﾞﾝﾀﾞ
11 15 0.2083 ﾜﾗﾋﾞ 41 4 0.0556 ｽｷﾞｶｽﾞﾗ 71 1 0.0139 ｶﾗｸｻｼﾀﾞ
12 13 0.1806 ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ 42 3 0.0417 ﾀﾁﾋﾒﾜﾗﾋﾞ 72 1 0.0139 ｸﾓﾉｽｼﾀﾞ
13 12 0.1667 ｵﾆｾﾞﾝﾏｲ 43 3 0.0417 ﾐﾔﾏﾍﾞﾆｼﾀﾞ 73 1 0.0139 ｹﾞｼﾞｹﾞｼﾞｼﾀﾞ
14 12 0.1667 ｸｻｿﾃﾂ 44 3 0.0417 ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ 74 1 0.0139 ﾄﾖｸﾞﾁｲﾉﾃﾞ
15 12 0.1667 ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲ 45 3 0.0417 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ 75 1 0.0139 ﾅｶﾞｵﾉｷｼﾉﾌﾞ
16 12 0.1667 ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ 46 3 0.0417 ｸﾗﾏｺﾞｹ 76 1 0.0139 ﾋﾒｺｹｼﾉﾌﾞ

17 10 0.1389 ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ 47 3 0.0417 ｶﾗﾌﾄﾐﾔﾏｼﾀﾞ 77 1 0.0139 ﾐﾔﾏﾉｷｼﾉﾌﾞ
18 9 0.125 ﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞ 48 3 0.0417 ｺｹｼﾉﾌﾞ 78 1 0.0139 ﾏﾝﾈﾝｽｷﾞ
19 8 0.1111 ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ 49 3 0.0417 ﾌｸﾛｼﾀﾞ 79 1 0.0139 ﾔﾜﾗｼﾀﾞ
20 8 0.1111 ｲﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ 50 2 0.0278 ｻﾄﾒｼﾀﾞ 80 1 0.0139 ｸﾏｵｼﾀﾞ（ｵｼﾀﾞ・ﾐﾔﾏｸﾏ）
21 8 0.1111 ｸﾏﾜﾗﾋﾞ 51 2 0.0278 ｼｹｼﾀﾞ 81 1 0.0139 ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ
22 8 0.1111 ｵｵﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ 52 2 0.0278 ﾉｷｼﾉﾌﾞ 82 1 0.0139 ｲﾜﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ
23 7 0.0972 ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ 53 2 0.0278 ｱｶﾊﾅﾜﾗﾋﾞ 83 1 0.0139 ﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ
24 7 0.0972 ｲﾇｼﾀﾞ 54 2 0.0278 ﾐｻｷｶｸﾞﾏ 84 1 0.0139 ｲﾉﾃﾞﾓﾄﾞｷ
25 7 0.0972 ﾔﾌﾞｿﾃﾂ 55 2 0.0278 ﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ 85 1 0.0139 ﾐﾔﾏｳﾗﾎﾞｼ
26 7 0.0972 ﾎｿｲﾉﾃﾞ 56 2 0.0278 ﾐﾔﾏｼｹｼﾀﾞ 86 1 0.0139 ﾐﾔﾏｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ

27 7 0.0972 ﾀｶﾈｻﾄﾒｼﾀﾞ 57 2 0.0278 ｲｯﾎﾟﾝﾜﾗﾋﾞ
28 7 0.0972 ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ 58 1 0.0139 ｵｵｻﾄﾒｼﾀﾞ
29 6 0.0833 ｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ 59 1 0.0139 ｶﾗｸｻ･ﾋﾛﾊ･ｲﾇﾜﾗﾋﾞ
30 6 0.0833 ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ 60 1 0.0139 ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ

V　　特記すべき活動記録

　上記 72 地点の蓄積資料（1996 ～ 2016）では 86 種群（種・変種・雑種）のシダ植物が記録され

てきた。本年度の調査により、わずか１年で、32 種を確認できた小山さん、基礎資料では発見でき

ていないヤツガタケシノブ・ニオイシダ・アオチャセンシダ・ミヤマウラボシなど山岳・寒地性シダ

をつぎつぎ発見された小林さん、そのほか暖地性シダを庭先で発見されたメンバーが集った。大胆に

空想を広げると、おそらく３年間で 150 種近くのシダ植物が確認できるであろうと考えてみた。そ

の場合、シダ植物と種子植物を含めた維管束（高等？）植物は 10 倍の 1500 種、コケ植物・地衣類

はそれぞれシダ植物の 2 倍の 300 種近くが期待できることになる。3 年後には「茅野市のシダ植物

アトラス」の編集ができれば最幸であろう。



図 2.　蓄積資料のまとめ方の１例。茅野市北西部から南東部にかけての種組成の蓄積資料図示（空

間情報）。下部の水色棒グラフは地点ごとの種密度（これを平均するとアルファ多様度）、赤い点は積

算種数（ガンマ多様度）。調査確認時期順（時間情報）に配置することもできる。飛びぬけて多い場

所は横谷渓谷（20m × 500m）の 44 種の記録であり、そうした場所は茅野市の局所シダ植物のホッ

トスポットと呼べよう。佐藤の個人的感想として美しい景観（パワースポット）にはいろんなシダ植

物が夜空の星のごとく散りばめられている気がする。色とりどりで記録しているのは、作業中の間違

いを少なくするためのプロセスが表現されている。区系ごとにまとめて集計するのも経過を楽しむこ

とにつながる。自由な集計法を試みることをおすすめしたい。これは報告書ゆえの特権である。

CHINO SN 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72
20km N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N28 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N29 N34 N34 N34 N34 N34 N34 N34 N34 N34 N34 N34 N34 N34 N35 N35 N35 N35 N35 N35 N35 N35 N35 N35 N35
10km 2 2 2 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
5km 4 4 4 4 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 3 1 1 1 1 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 1 2 2 3 3 3 3 3 4 4 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2
2.5km 2 3 3 4 1 2 3 4 2 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 2 3 3 4 4 4 1 2 3 4 1 3 4 1 1 2 2 3 4 4 1 1 2 3 3 3 4 1 2 3 4 1 2 1 2 2 2 4 1 3 1 2 4 1 1 1 2 3 3 3 4
1.25km 4 1 3 1 2 1 3 1 4 3 4 1 1 2 2 3 3 4 4 4 1 2 2 4 2 2 3 4 4 3 1 4 2 1 2 3 1 2 1 2 3 2 2 1 1 4 4 3 3 1 1 4 1 2 2 3 3 4 2 3 1 1 1 1 3 4 4 3 1 2 2 1
0.625km 3 4 1 2 2 1 4 3 2 2 1 1 3 1 4 3 3 3 4 4 3 3 3 4 3 3 3 3 3 2 2 4 4 3 3 1 3 1 2 4 2 3 4 1 3 2 4 3 1 1 1 1 2 1 4 1 2 4 2 1 1 1 3 2 4 4 4 3 1 1 2 1
0.3125km 2 4 1 2 4 1 3 4 4 4 2 1 2 2と3 3と2 1 1 1 4

YEAR 4 98 6 4 4 4 5 4 10 16 16 1 16 16 15 16 16 16 16 16 2 2 2 4 2 1 4 5 4 1 4 11 0 0 15 4 15 0 4 4 4 7 11 11 4 11 11 11 4 0 4 4 0 4 4 4 16 16 16 4 4 4 4 4 7 13 13 13 4 13 13 13
MONTH 7 10 9 7 7 7 6 7 14 6 6 6 6 6 10 6 6 6 6 7 10 10 10 7 10 6 7 6 7 11 7 8 8 8 9 7 9 8 7 7 7 10 9 9 7 9 9 9 11 10 11 11 10 7 11 11 11 11 11 11 11 7 7 7 10 8 8 8 7 8 8 8
DAY 5 30 18 5 5 5 2 5 1 15 15 20 15 15 25 15 15 15 25 8 14 14 14 6 14 20 6 2 6 5 6 18 24 24 5 5 6 24 5 5 5 27 16 16 5 16 16 16 12 27 12 12 27 6 11 11 3 3 3 12 12 6 6 6 27 20 20 20 6 20 20 20
DAY-No. 1 2 2 4 3 5 5 1 2 2 6 7 AM 5 4 8 PM PM 2 3 4 5 1 3 6 2 1 1 7 2 1 pm 6 am 3 7 8 10 1 １’ 1 9 ２” ２’ 2 2 6 3 8 7 6 9 8 1 2 3 7 6 7 8 9 7 0’’ 0’’ 2 10 0 0’ 1
ALT. 1720m 880m 1000m OB 910m990m970m 1020m1070m 1210m 2080m2120m 1640m 1750ｍ1750ｍ2000m 1750ｍ 1850m2100ｍ
Species Density 11 1 5 6 3 10 6 6 9 1 7 10 8 9 22 4 8 17 13 14 7 12 3 5 2 14 6 7 8 10 6 2 8 3 21 12 44 5 7 2 3 6 7 4 4 3 12 8 6 13 13 4 18 9 7 9 3 5 4 8 8 7 5 5 5 8 6 11 4 13 9 9

Total

1 ｲﾇｶﾞﾝｿｸ 1 ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸｲﾇｶﾞﾝｿｸｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ ｲﾇｶﾞﾝｿｸ 86
2 ｵｼﾀﾞ 2 ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ（OB)ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ ｵｼﾀﾞ（OB)ｵｼﾀﾞ
3 ｵﾆｾﾞﾝﾏｲ 3 ｵﾆｾﾞﾝﾏｲ ｵﾆｾﾞﾝﾏｲ ｵﾆｾﾞﾝﾏｲ ｵﾆｾﾞﾝﾏｲ ｵﾆｾﾞﾝﾏｲ ｵﾆｾﾞﾝﾏｲ ｵﾆｾﾞﾝﾏｲ ｵﾆｾﾞﾝﾏｲｵﾆｾﾞﾝﾏｲｵﾆｾﾞﾝﾏｲ（OB)ｵﾆｾﾞﾝﾏｲｵﾆｾﾞﾝﾏｲ
4 ｸｻｿﾃﾂ 4 ｸｻｿﾃﾂ ｸｻｿﾃﾂ ｸｻｿﾃﾂ ｸｻｿﾃﾂ ｸｻｿﾃﾂｸｻｿﾃﾂ ｸｻｿﾃﾂ ｸｻｿﾃﾂ ｸｻｿﾃﾂ ｸｻｿﾃﾂ ｸｻｿﾃﾂ ｸｻｿﾃﾂ（OB)
5 ﾀﾁﾋﾒﾜﾗﾋﾞ 5 ﾀﾁﾋﾒﾜﾗﾋﾞ ﾀﾁﾋﾒﾜﾗﾋﾞ ﾀﾁﾋﾒﾜﾗﾋﾞ
6 ﾅｶﾞﾎﾉﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ 6 ﾅｶﾞﾎﾉﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ ﾅｶﾞﾎﾉﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ ﾅｶﾞﾎﾉﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ ﾅｶﾞﾎﾉﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞﾅｶﾞﾎﾉﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ

7 ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞ 7 ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞ ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞ ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾞ ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞ ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾞ ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾞ ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾞﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾊ゙ｸﾓｳｲﾉﾃﾞ 80
8 ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ 8 ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾍ゙ﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾍ゙ﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾍ゙ﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾍ゙ﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾍ゙ﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾍ゙ﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾍ゙ﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ（OB)ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾍ゙ﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ（OB)ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ
9 ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲ 9 ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲ ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲ ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲ ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲ ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲ ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲ ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲ ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾏｲ

10 ｵｵﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ 10 ｵｵﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ ｵｵﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞｵｵﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀｵ゙ｵﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ ｵｵﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ ｵｵﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞｵｵﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ ｵｵﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ
11 ﾜﾗﾋﾞ 11 ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ ﾜﾗﾋﾞ
12 ｽｷﾞﾅ 12 ｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅ ｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅ ｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅ ｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅ ｽｷﾞﾅ ｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅ ｽｷﾞﾅ ｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅ ｽｷﾞﾅ ｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅ ｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅｽｷﾞﾅ ｽｷﾞﾅ ｽｷﾞﾅ
13 ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ 13 ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ（OB)ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ（OB)ﾐﾔﾏﾜﾗﾋﾞ
14 ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ 14 ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞｵｳﾚﾝｼﾀﾞｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞｵｳﾚﾝｼﾀﾞｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞｵｳﾚﾝｼﾀﾞｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞｵｳﾚﾝｼﾀﾞ ｵｳﾚﾝｼﾀﾞ
15 ｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ 15 ｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ ｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ ｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ ｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ ｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ
16 ｵｵｻﾄﾒｼﾀﾞ 16 ｵｵｻﾄﾒｼﾀﾞ

17 ｶﾗｸｻ･ﾋﾛﾊ･ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 17 ｶﾗｸｻ･ﾋﾛﾊ･ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 70
18 ｻﾄﾒｼﾀﾞ 18 ｻﾄﾒｼﾀﾞ ｻﾄﾒｼﾀﾞ
19 ﾋﾒｼﾀﾞ 19 ﾋﾒｼﾀﾞ ﾋﾒｼﾀﾋ゙ﾒｼﾀﾞ ﾋﾒｼﾀﾋ゙ﾒｼﾀﾞ ﾋﾒｼﾀﾞ ﾋﾒｼﾀﾞ ﾋﾒｼﾀﾞ ﾋﾒｼﾀﾋ゙ﾒｼﾀﾞ ﾋﾒｼﾀﾋ゙ﾒｼﾀﾋ゙ﾒｼﾀﾞ ﾋﾒｼﾀﾋ゙ﾒｼﾀﾞ ﾋﾒｼﾀﾋ゙ﾒｼﾀﾋ゙ﾒｼﾀﾞ ﾋﾒｼﾀﾞ
20 ﾐﾔﾏﾍﾞﾆｼﾀﾞ 20 ﾐﾔﾏﾍﾞﾆｼﾀﾞ ﾐﾔﾏﾍﾞﾆｼﾀﾐ゙ﾔﾏﾍﾞﾆｼﾀﾞ
21 ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ 21 ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ（？OB) ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ（OB)
22 ｲﾇﾜﾗﾋﾞ 22 ｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞｲﾇﾜﾗﾋﾞ ｲﾇﾜﾗﾋﾞ
23 ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ 23 ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ ｺｳﾔﾜﾗﾋﾞ
24 ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ 24 ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞﾄﾗﾉｵｼﾀﾞﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ ﾄﾗﾉｵｼﾀﾞ
25 ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ 25 ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞﾅﾗｲｼﾀﾞ
26 ｼｹｼﾀﾞ 26 ｼｹｼﾀﾞ ｼｹｼﾀﾞ

27 ﾉｷｼﾉﾌﾞ 27 ﾉｷｼﾉﾌﾞ ﾉｷｼﾉﾌﾞ 60
28 ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ 28 ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ ｷﾖﾀｷｼﾀﾞ
29 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ 29 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｼﾀﾞ
30 ｾﾞﾝﾏｲ 30 ｾﾞﾝﾏｲ ｾﾞﾝﾏｲｾﾞﾝﾏｲ ｾﾞﾝﾏｲ ｾﾞﾝﾏｲ
31 ﾅﾖｼﾀﾞ 31 ﾅﾖｼﾀﾞ ﾅﾖｼﾀﾞ ﾅﾖｼﾀﾞ ﾅﾖｼﾀﾞ
32 ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ 32 ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾎ゙ｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾎ゙ｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾎ゙ｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ ﾎｿﾊﾞｼｹｼﾀﾞ
33 ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ 33 ﾔﾏﾔﾌﾞｿﾃﾂ
34 ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ 34 ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞｵｸﾏﾜﾗﾋﾞｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ ｵｸﾏﾜﾗﾋﾞ
35 ﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ 35 ﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ ﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ ﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ ﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞﾅﾂﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ
36 ｱｶﾊﾅﾜﾗﾋﾞ 36 ｱｶﾊﾅﾜﾗﾋﾞ ｱｶﾊﾅﾜﾗﾋﾞ

37 ｲﾇｼﾀﾞ 37 ｲﾇｼﾀﾞ ｲﾇｼﾀﾞ ｲﾇｼﾀﾞ ｲﾇｼﾀｲ゙ﾇｼﾀﾞ ｲﾇｼﾀﾞ ｲﾇｼﾀﾞ 50
38 ｲﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ 38 ｲﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ ｲﾜｼﾛｲﾉﾃｲ゙ﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ ｲﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ ｲﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ ｲﾜｼﾛｲﾉﾃｲ゙ﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ ｲﾜｼﾛｲﾉﾃﾞ
39 ｼｼｶﾞｼﾗ 39 ｼｼｶﾞｼﾗ ｼｼｶﾞｼﾗ ｼｼｶﾞｼﾗ ｼｼｶﾞｼﾗ ｼｼｶﾞｼﾗ ｼｼｶﾞｼﾗ（OB)
40 ﾐｻｷｶｸﾞﾏ 40 ﾐｻｷｶｸﾞﾏ ﾐｻｷｶｸﾞﾏ
41 ﾔﾌﾞｿﾃﾂ SD Species Density 41 ﾔﾌﾞｿﾃﾂ ﾔﾌﾞｿﾃﾂﾔﾌﾞｿﾃﾂﾔﾌﾞｿﾃﾂ ﾔﾌﾞｿﾃﾂ ﾔﾌﾞｿﾃﾂ ﾔﾌﾞｿﾃﾂ
42 ﾐﾔﾏｼﾀﾞ 42 ﾐﾔﾏｼﾀﾞ ﾐﾔﾏｼﾀﾞ ﾐﾔﾏｼﾀﾞ ﾐﾔﾏｼﾀﾞ ﾐﾔﾏｼﾀﾞ ﾐﾔﾏｼﾀﾞ（OB)

43 ｲﾉﾓﾄｿｳ 44 43 ｲﾉﾓﾄｿｳ
44 ｲﾇｽｷﾞﾅ 44 ｲﾇｽｷﾞﾅ
45 ﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞ 45 ﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞ ﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞ（OB)
46 ｸﾏﾜﾗﾋﾞ 46 ｸﾏﾜﾗﾋﾞｸﾏﾜﾗﾋﾞ ｸﾏﾜﾗﾋﾞ ｸﾏﾜﾗﾋﾞ ｸﾏﾜﾗﾋﾞ ｸﾏﾜﾗﾋﾞ ｸﾏﾜﾗﾋﾞ ｸﾏﾜﾗﾋﾞ

47 ｸﾗﾏｺﾞｹ 40 47 ｸﾗﾏｺﾞｹｸﾗﾏｺﾞｹ ｸﾗﾏｺﾞｹ 40
48 ﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ 48 ﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ ﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ
49 ﾎｿｲﾉﾃﾞ 49 ﾎｿｲﾉﾃﾞ ﾎｿｲﾉﾃﾞ ﾎｿｲﾉﾃﾞ ﾎｿｲﾉﾃﾞ ﾎｿｲﾉﾃﾞ（OB)ﾎｿｲﾉﾃﾞ（OB)ﾎｿｲﾉﾃﾞ
50 ﾀﾆﾍｺﾞ 50 ﾀﾆﾍｺﾞ
51 ﾐﾔﾏﾒｼﾀﾞ 51 ﾐﾔﾏﾒｼﾀﾞ ﾐﾔﾏﾒｼﾀﾞ ﾐﾔﾏﾒｼﾀﾞﾐﾔﾏﾒｼﾀﾞ ﾐﾔﾏﾒｼﾀﾞ
52 ﾆｯｺｳｼﾀﾞ 52 ﾆｯｺｳｼﾀﾞ ﾆｯｺｳｼﾀﾞ ﾆｯｺｳｼﾀﾞ ﾆｯｺｳｼﾀﾞ
53 ｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ 53 ｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ ｸｼﾞｬｸｼﾀﾞｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ ｸｼﾞｬｸｼﾀﾞｸｼﾞｬｸｼﾀﾞｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ
54 ｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏ 54 ｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏ ｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏ ｼﾉﾌﾞｶｸﾞﾏ
55 ｱｽﾋｶｽﾞﾗ 55 ｱｽﾋｶｽﾞﾗ
56 ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ 56 ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ ｼﾗﾈﾜﾗﾋﾞ（OB)

57 ﾀｶﾈｻﾄﾒｼﾀﾞ 30 57 ﾀｶﾈｻﾄﾒｼﾀﾞ ﾀｶﾈｻﾄﾒｼﾀﾞ ﾀｶﾈｻﾄﾒｼﾀﾞ（OB)ﾀｶﾈｻﾄﾒｼﾀﾞ ﾀｶﾈｻﾄﾒｼﾀﾞﾀｶﾈｻﾄﾒｼﾀﾞ（OB)ﾀｶﾈｻﾄﾒｼﾀ3゙0
58 ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ 58 ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ（OB)ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ
59 ｱｲﾉｺｸﾏﾜﾗﾋﾞ 59 ｱｲﾉｺｸﾏﾜﾗﾋﾞ
60 ﾐﾔﾏｼｹｼﾀﾞ 60 ﾐﾔﾏｼｹｼﾀﾐ゙ﾔﾏｼｹｼﾀﾞ
61 ｲｯﾎﾟﾝﾜﾗﾋﾞ 61 ｲｯﾎﾟﾝﾜﾗﾋﾞ ｲｯﾎﾟﾝﾜﾗﾋﾞ
62 ｲﾜｲﾀﾁｼﾀﾞ 62 ｲﾜｲﾀﾁｼﾀﾞ
63 ｲﾜｶﾞﾈｾﾞﾝﾏｲ 63 ｲﾜｶﾞﾈｾﾞﾝﾏｲ
64 ｲﾜﾄﾗﾉｵ 64 ｲﾜﾄﾗﾉｵ

65 ｴｿﾞﾃﾞﾝﾀﾞ 65 ｴｿﾞﾃﾞﾝﾀﾞ

66 ｵｼｬｸﾞｼﾞﾃﾞﾝﾀﾞ 66 ｵｼｬｸﾞｼﾞﾃﾞﾝﾀﾞ

67 ｶﾗｸｻｼﾀﾞ 20 67 ｶﾗｸｻｼﾀﾞ 20
68 ｶﾗﾌﾄﾐﾔﾏｼﾀﾞ 68 ｶﾗﾌﾄﾐﾔﾏｼﾀﾞ ｶﾗﾌﾄﾐﾔﾏｼﾀﾞ ｶﾗﾌﾄﾐﾔﾏｼﾀﾞ

69 ｸﾓﾉｽｼﾀﾞ 69 ｸﾓﾉｽｼﾀﾞ

70 ｹﾞｼﾞｹﾞｼﾞｼﾀﾞ 70 ｹﾞｼﾞｹﾞｼﾞｼﾀﾞ
71 ｺｹｼﾉﾌﾞ 71 ｺｹｼﾉﾌﾞ ｺｹｼﾉﾌﾞ ｺｹｼﾉﾌﾞ ｺｹｼﾉﾌﾞ
72 ﾄﾖｸﾞﾁｲﾉﾃﾞ 72 ﾄﾖｸﾞﾁｲﾉﾃﾞ

73 ﾅｶﾞｵﾉｷｼﾉﾌﾞ 73 ﾅｶﾞｵﾉｷｼﾉﾌﾞ

74 ﾋﾒｺｹｼﾉﾌﾞ 74 ﾋﾒｺｹｼﾉﾌﾞ

75 ﾌｸﾛｼﾀﾞ 75 ﾌｸﾛｼﾀﾞ ﾌｸﾛｼﾀﾞ ﾌｸﾛｼﾀﾞ（OB）

76 ﾐﾔﾏﾉｷｼﾉﾌﾞ 76 ﾐﾔﾏﾉｷｼﾉﾌﾞ

77 ｽｷﾞｶｽﾞﾗ 10 53 54 58 58 60 60 76 76 76 76 77 ｽｷﾞｶｽﾞﾗ ｽｷﾞｶｽﾞﾗｽｷﾞｶｽﾞﾗ ｽｷﾞｶｽﾞﾗ 10

78 ﾏﾝﾈﾝｽｷﾞ 78 ﾏﾝﾈﾝｽｷﾞ

79 ﾔﾜﾗｼﾀﾞ 79 ﾔﾜﾗｼﾀﾞ

80 ｵｼﾀﾞｰﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞ 80 ｵｼﾀﾞｰﾐﾔﾏｸﾏﾜﾗﾋﾞ

81 ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ 81 ｻｶｹﾞｲﾉﾃﾞ

82 ｲﾜﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ 76 76 77 77 77 77 78 78 78 78 82 ｲﾜﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ

83 ﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ 83 ﾊﾘｶﾞﾈﾜﾗﾋﾞ

84 ｲﾉﾃﾞﾓﾄﾞｷ 84 ｲﾉﾃﾞﾓﾄﾞｷ

85 ﾐﾔﾏｳﾗﾎﾞｼ 85 ﾐﾔﾏｳﾗﾎﾞｼ

86 ﾐﾔﾏｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ 86 ﾐﾔﾏｲﾜﾃﾞﾝﾀﾞ

0 1 5 10 11 15 20 21 25 30 31 35 40 41 45 50 51 55 60 61 65 70 71 72 0
Species Density 11 1 5 6 3 10 6 6 9 1 7 10 8 9 22 4 8 17 13 14 7 12 3 5 2 14 6 7 8 10 6 2 8 3 21 12 44 5 7 2 3 6 7 4 4 3 12 8 6 13 13 4 18 9 7 9 3 5 4 8 8 7 5 5 5 8 6 11 4 13 9 9


